
日本数学教育学会の学会誌再編に関する検討経過のお知らせ 
 

平素より当学会の活動にご理解とご協力を賜り，誠にありがとうございます。 

さて，本学会では，2021 年に，理事会に「財務健全化ワーキンググループ」を設置し，今後

5 年間を見据えた事業のあり方とその具体的方策を検討し，アクションプランを策定しました

（詳細は，第 104 巻第 9 号，10 号巻頭言をご参照ください）．その後，2023 年には，会員制度

等検討特別委員会下に「アクションプランワーキング」を設置し，学会ニーズアセスメントの

実施，若手教員のための研究を語る会の開催，また，第 100 回の全国大会以降で 5 回以上の研

究発表された方へのプレミア会員証の発行など，新規事業を展開してまいりました。 

この一環として，2023 年に実施した学会ニーズアセスメントの結果（第 105 巻 11 号，12 号

掲載）を踏まえ，学会誌の再編に向けた検討を行うため，2024年 1月に「学会誌再編ワーキン

ググループ」を設置しました。ここに，再編に向けた方向性がまとまりましたので，ご報告い

たします。 

 

1. 学会誌『算数教育』と『数学教育』の統合 

『算数教育』と『数学教育』を統合し，新たに『算数・数学教育』とし，年間 6 回の発行

とします． 

 

2. 『高専・大学 数学教育』の新設 

実践研究推進部高専・大学部会誌を改編し，日本数学教育学会の学会誌として，『高専・大

学 数学教育』を新設します． 

 

3. 新たな論文種別の設置 

『算数・数学教育』に新たな論文種別『実践報告』を設けます．これは，日本数学教育学

会全国大会で発表され，助言者から推薦を受けたものや，日本数学教育学会が主催する授

業づくり研究会において実施された授業を，その授業者が分析したものを対象とします．  

 

これらの改訂に伴い，年会費の値下げも予定しております．なお，これらの変更は 2025年 6

月の総会の審議を経て正式に決定されます． 

 

今後とも，当学会および学会誌への変わらぬご支援を賜りますようお願い申し上げます． 
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